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サンジ大学の４校に協定校を増やし、総じて学生 208 名と教職員 101 名を研修・引率・研究交流の













































目は 2001 年度から 2004 年度まで４回に亘って
学生研修を実施した、ワシントン州シアトル市
に在るシアトル大学（Seattle University）で








































その後早くも 2002 年８月１日〜 14 日には
第１回目の中国研修が実施され、看護学部学



















翌年 2004 年９月 20 日〜 27 日には、本学か
ら TMMU に第３回目の教員派遣が行われ、９月












２）2006 年の NYP との締結まで











11 月 21 日〜 25 日には NYP からも、Chen Mun 
Lau ヘルスサイエンス学部副学部長、Lim Hua 


























































３）2013 年 SMU との締結まで
SMU と本学が交流協定を結ぶ契機となったの




























人作業療法学科長が SMU を訪問して Sharon 
Diaz 学長等と面会し、交流協定に向けて準備
を進めた。翌年 2013 年 11 月５日には SMU から
― 22 ― ― 23 ―
表１．本学と TMMU の学生・教職員派遣数（名）
国際交流センター運営会議（2017b）：第三軍医大学と聖隷クリストファー大学との交流実績、






































 本学から  
TMMU への派遣  
TMMU から  
本学への派遣  
年度  学生研修  引率  教職員派遣 学生研修  教職員派遣  
2004  20  ３  ３  ０  ４  
2005  ―  ―  １  ０  ７  
2006  20  ２  ４  ０  11  
2007  ―  ―  ３  ８  ７  
2008  ５  １  ５  ０  ３  
2009  ―  ―  ０  ０  ５  
2010  ６  １  ７  ０  ５  
2011  ―  ―  ２  ０  ２  
2012  ７  １  ２  ０  ０  
2013  ―  ―  ―  ０  ０  
2014  中止  中止  ０  ０  ２  
2015  ―  ―  １  ０  ５  
2016  ３  １  １  ０  ２  
合計  61  ９  29  ８  53  
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引率  教職員派遣  
2006  
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2017 年２月 20 日．をもとに作成
　引率は学生研修の引率を担当した教職員数を示し、教職員派遣は本人の研修のために派遣された教職員数を
示す。学生研修は看護学部生のみの参加者数を示すが、引率と教職員派遣は他学部の教員数も含む。
 本学から SMU への派遣  SMU から本学への派遣  
年度  学生研修  引率  教職員派遣 学生研修  引率  教職員派遣
2013       ６  
2014  ４  １  ５  ９  ３  ０  
2015  10  ２  ２  10  ３  ０  
2016  10  ２  ２  10  ２  ２  
合計  24  ５  ９  29  ８  ８  
   
図 1．本学部生の SMUにおけるシミュレーション演習
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返ってきた。本学は、2004 年に TMMU との間で
初めて交流協定を締結してから 13 年間に NYP、
SMU、カトリック・サンジ大学と４校に協定校
を増やした。大学による協定締結後に看護学部
は、総じて学生 208 名と教職員 101 名を研修、
研究交流および引率の目的で派遣してきた。ま
た協定校からも学生 171 名と教職員 102 名を受
け入れてきている。
本学の看護学部からの派遣学生数について
は、NYP が 123 名で最も多く、次に TMMU の 61
名、SMU が 24 名である。また教職員の派遣者
数の上でも NYP が 49 名で、TMMU の 38 名、SMU
の 14 名を上回っている。
また協定校からの本学部への学生受け入れ
数についても、NYP が 134 名で最も多く、SMU
が 29 名、TMMU が８名となっている。教職員の
受け入れ数は、TMMU が 53 名で最も多く、NYP
が 31 名、SMU は 16 名である。特に、NYP を拠
点としたシンガポール研修は、2006 年度から
2011 年度までは看護学部からの参加学生は５
〜 11 名であったが、2014 年以降は毎年度定員
20 名を上回る応募があり、選考を実施しなく
てはならないほどの人気を集めており、2014
〜 2016 年度には看護学部から 10 〜 12 名を派
遣している。
さらに、協定校との間で実施する研修プログ
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